
　
令
和
５
年
７
月
15
日
、
下
旦
祇
園
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
右
田
下
旦
区
の
八
雲
神
社
は
、
須
佐
神
社
（
福
岡

県
行
橋
市
）
よ
り
ご
分
霊
を
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り

で
、
疫
病
退
散
、
村
勢
新
興
を
願
う
祇
園
社
で
す
。

　
山
鉾
は
、
昭
和
36
年
に
焼
失
し
、
一
時
中
断
し
ま

し
た
が
、
昭
和
48
年
に
再
興
。
今
年
は
復
興
50
周
年

の
節
目
で
し
た
。

　
現
在
、
山
鉾
は
大
小
２
基
あ
り
、
大
山
鉾
は
昔
話

な
ど
の
場
面
に
合
わ
せ
た
姿
の
人
形
、
ミ
ニ
山
鉾
は

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形
を
、
色
紙
と
竹
で
こ
し
ら
え
た

花
や
波
し
ぶ
き
を
表
す
パ
イ
パ
イ
（
竹
飾
り
）
と
と

も
に
飾
ら
れ
る
郡
内
唯
一
の
飾
り
山
鉾
で
す
。

　

祇
園
祭
に
向
け
て
の
準
備
は
１
か
月
前
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。
囃
子
を
練
習
す
る
竹
笛
の
音
色
や

太
鼓
の
響
き
が
集
会
所
か
ら
聞
こ
え
、
近
く
の
作

業
場
で
は
下
旦
青
壮
年
に
よ
る
山
鉾
制
作
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

　
飾
り
に
使
う
竹
や
、
山
鉾
を
固
定
す
る
カ
ズ
ラ
を

と
り
に
山
へ
入
っ
た
り
、
山
鉾
の
車
輪
と
し
て
使
う

松
の
木
を
、
境
内
の
水
タ
ン
ク
か
ら
取
り
出
す
力
仕

事
の
他
、
屋
形
作
り
や
人
形
作
り
、
飾
り
の
花
び
ら

１
枚
１
枚
を
切
り
取
っ
て
い
く
細
か
な
作
業
ま
で
、

分
担
し
、
毎
晩
続
く
作
業
。
経
験
者
が
、
若
い
人
た

ち
に
教
え
な
が
ら
作
業
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
下
旦
祇
園
祭
」

～
復
興
50
周
年
の
記
録
～

　
青
壮
年
ら
は
日
中
、
普
段
の
仕
事
も
あ
り
、
大
雨

被
害
の
道
路
や
線
路
復
旧
に
携
わ
り
な
が
ら
と
い
う

人
も
い
て
、
き
っ
と
休
む
間
は
な
か
っ
た
こ
と
と
察

し
ま
す
が
、
夜
は
作
業
場
に
集
ま
り
、
汗
を
流
し
な

が
ら
作
業
を
続
け
、時
お
り
、気
が
立
つ
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
ま
た
皆
で
笑
い
、
語
り
な
が
ら
懸
命
に
山
鉾

制
作
に
励
む
光
景
を
た
く
さ
ん
み
ま
し
た
。そ
し
て
、

花
づ
く
り
の
仕
上
げ
は
松
寿
会
が
担
い
、
地
区
の
人

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
つ
く
り
あ
げ
る
祇
園
祭
。

　
祇
園
祭
当
日
は
、
ね
じ
り
鉢
巻
き
に
お
揃
い
の
法

被
に
身
を
包
ん
だ
青
壮
年
衆
。
八
雲
神
社
の
神
事
で

気
を
引
き
締
め
、
山
鉾
の
巡
行
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
祇
園
祭
後
日
、
20
周
年
を
迎
え
た
玖
珠
大
祭
へ
の

特
別
参
加
や
、
須
佐
神
社
の
今
井
祇
園
と
も
交
流
を

深
め
、
刺
激
を
受
け
た
下
旦
青
壮
年
。
す
で
に
来
年

の
祇
園
祭
へ
向
け
構
想
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
小
さ
な
一
地
区
な
が
ら
に
も
立
派
な

山
鉾
と
伝
統
が
続
い
て
い
る
下
旦
の
祇
園
。
そ
こ
に

は
、
自
分
た
ち
の
山
鉾
に
誇
り
を
持
ち
、
地
域
の
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
区
内
外
か
ら
観
客
が
集
ま
る
下
旦
祇
園
祭
は
、

毎
年
７
月
第
３
日
曜
日
の
前
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

（
九
重
町
文
化
財
調
査
委
員　
音
成
葉
子
）
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　昼巡行。休憩所では地区の人が、青壮年衆に
冷たい飲みものなどをふるまい労う。沿道には山
鉾や囃子の音色にひかれて人が集まり、初穂料を
奉納する住民には御神酒と御幣が配られた。

　夜巡行。山鉾の練りで祇園祭を締めくくる。
青壮年衆は残った力をふりしぼって山鉾をまわし
観客を魅了。青壮年 OBや有志らによって新調
した後方ののぼり旗も優美に、はためいていた。

　下旦子ども祇園囃子による練習も日々行われた。
大人に教わり、みるみるうちに上達する子どもたち。
笛、太鼓、かねの音が揃うようになると顔もキリッ
としまっていく。

　地区内にある介護施設では、山鉾をとめてお披
露目。強い日差しと長い巡行で汗はびっしょりだが、
この日は風もあり、囃子の音色とともにゆったりと
澄んだ空気が流れていた。

　松寿会が集まり、山鉾に飾る花を仕上げる。
花は夜の巡行が終わると観覧客などに配られ、
玄関先に飾って厄除けにする。今年は玖珠大祭
への参加もあり、作る花の数は例年より多かった。

　鳥居をくぐり、長い石段を上ると下旦八雲神社
がある。拝殿にて小野日隆神官による神事がとり
行われた。神事の後、山鉾の昼巡行。いよいよ
これからという緊張感に包まれる。
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